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“科学教育・理科教育の改善及び改革に関する理論的実践的研究”
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　日本の文脈に対応した科学教育・理科教育の改普及び改草に関する理論的実践的研究を行っています。具体的
には、構成主義学習理論の展開と科学論（科学史科学哲学と科学教育と科学技術社会論が中心）を基盤とした、
科学教育学研究や環境教育研究、エネルギー教育研究を展開しています。そして、これらを主軸とした理科教育
改善に関わる研究を展開しています。
　さらに具体的には授業論、評価論、学習材論、カリキュラム開発論、生涯学習に根ざした科学教育論やエネル
ギー環境教育論を探究しています。特にアメリカ・カナダ等英語
圏の科学教育改草に関わる比較教育論を得意分野としています。
さらに、国際理解教育と科学教育学、特にJICAと連動したイン
ドネシア等の開発途上国の科学教育・環境教育改革の支援プログ
ラムに関わり、開発してきました。
　現在、具体的な国、県、市レベルの科学技術ガバナンスと連動
させた科学技術分野の人材育成のための教育改革論に挑戦してい
るとともに、STEM〈科学・技術・工学・数学の融合した〉教育
の日米の先端交流研究を目指しています。

　国難ともいえる東日本大震災や福島の原子力発電所の事故から、日本という国が立ち上がっていくために、ど
のような科学技術教育が必要なのかと問われたとき、「科学的リテラシーを獲得した国民の育成」�が重要である
と述べたい。この「科学的リテラシー」の重要な柱に、「科学と技術と社会（STS）の相互関係の理解」という
ものがあります。科学や技術の本質を学び、具体的に科学することを理解し、信頼できるデータを見分け、個
人として判断ができ、風評に惑わされない態度が求められます。過去の事例をもとに、今後も起こるであろう
様々な課題に、創造性豊かに果敢に挑戦する人々の育成のための科学技指教育に関した研究こそが今日必要と
されています。また、学校と地域・団体が連携した教育の開発研究も展開していく必要があります。さらには、
J-Innovationが創造できる、科学技術教育の枠組みづくりのモデル開発を行っていきます。
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